蓮沼地区地域審議会会議録
	会議の名称
	蓮沼地区地域審議会（平成23年度第2回）

	開催日時
	平成23年10月3日（月）
	開会　　　16時25分
閉会　　　17時10分

	開催場所
	市役所　第6会議室

	議長氏名
	今関　　紘

	出席者氏名
	別添出欠席者名簿のとおり

	欠席者氏名
	　　　〃

	事務局氏名
	　　　〃

	会　　議　　事　　項
	議　題
	会議結果

	
	(1)

(2)


	地域振興基金運用計画（案）について
その他
	(1)

(2)


	地域振興に寄与する事業として承認された。
防災上の課題及び次回の議題について確認した。


	会議の経過
	別添会議経過のとおり

	会議資料
	· 意見書


	その他必要事項
	

	会　議　録　の　確　定

	確　定　年　月　日
	署　名　委　員　

	平成２４年３月２６日
	石　橋　　　宏

	
	金　杉　　倫　江


出　欠　席　者　名　簿
	蓮沼地区地域審議会委員
	
	執行部・事務局

	職　名
	氏　　名
	出欠
	
	所　属
	職　名
	氏　　名

	会　長
	今　関　　　紘
	○
	
	蓮沼出張所
	所　長
	金　杉　彰　洋

	副会長
	石　橋　　　宏
	○
	
	企画政策課企画係
	主査補
	田　中　英　紀

	委　員
	秋　葉　　　修
	○
	
	
	
	

	委　員
	石　橋　　滝　夫
	×
	
	
	
	

	委　員
	善　塔　　　雄
	×
	
	
	
	

	委　員
	金　杉　　倫　江
	○
	
	
	
	

	委　員
	山　﨑　　　清
	×
	
	
	
	

	委　員
	小　川　　利　吉
	×
	
	
	
	

	委　員
	飯　島　　正　夫
	○
	
	
	
	

	委　員
	木　島　　弘　喜
	×
	
	
	

	委　員
	片　岡　　英　夫
	○
	
	出席職員数
	　　２名

	委　員
	
	
	
	
	

	委　員
	
	
	
	
	

	委　員
	
	
	
	
	

	委　員
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	出席　　６名　　欠席　　５名
	
	
	

	
	
	
	
	
	


（会議経過）

	発　言　者
	議　題　　・　　発言内容　　・　　決定事項

	事務局（金杉所長）

会長

事務局（金杉所長）

会長

飯島委員

会長

飯島委員

会長

飯島委員

会長

事務局（田中主査補）
会長

飯島委員

会長

飯島委員

会長

飯島委員

事務局（田中主査補）
飯島委員

会長

事務局（田中主査補）
会長

事務局（田中主査補）
飯島委員
事務局（田中主査補）
飯島委員
事務局（田中主査補）
会長

秋葉委員

飯島委員
秋葉委員

会長

会長

事務局（田中主査補）
会長

事務局（田中主査補）
飯島委員
会長

飯島委員

会長

飯島委員
会長

飯島委員
秋葉委員
飯島委員
会長

飯島委員
会長

飯島委員
会長

飯島委員

会長

飯島委員

会長

飯島委員

会長

副会長
会長

飯島委員

会長
飯島委員
会長
飯島委員
会長
秋葉委員

飯島委員
秋葉委員

会長

秋葉委員

会長

飯島委員

会長
飯島委員

会長
飯島委員

会長
飯島委員

会長
秋葉委員
会長
副会長
会長

事務局（田中主査補）
会長


	　全員そろったようですので、これから平成23年度第２回蓮沼地区地域審議会を始めさせていただきます。

　私は、この会議の進行を務めさせていただきます蓮沼出張所の金杉でございます。よろしくお願いいたします。

　初めに、本日の会議の出席者の報告をいたします。

　現在、定員11名のところ、６名の出席をいただいております。地域審議会設置に関する協議第８条第４項の規定により、委員の出席が過半数を超えておりますので、本日の会議が成立いたしますことをご報告いたします。

　また、本日の会議は、議事録作成の都合上、会議内容を録音させていただいております。大変申し訳ございませんが、ご発言の際には、必ず挙手の上、議長の指名を受けた後、お名前を述べた上でご発言をよろしくお願いいたします。

　それでは、お手元の会議次第に従いまして進めさせていただきます。

　初めに、今関会長よりごあいさつをいただきます。よろしくお願いいたします。

　それでは、３時から始まった全体会から引き続き、蓮沼の会議を開かせていただく訳であります。

　事務局からただいまお話がありましたように、看護学生奨学金貸付事業については、事業としては大変ふさわしい事業であると存じておりますが、このことについてご忌憚のないご意見をちょうだいいたしまして、このことを前に進めたいと存じる次第であります。どうかよろしくお願いいたします。ご苦労さまでした。

　ありがとうございました。

　それでは、次第の３、議題に入らせていただきます。

　地域審議会の設置に関する協議第８条第２項の規定により、会長に議長をお願いいたします。よろしくお願いいたします。

　それでは、会議を始めさせていただきます。

　冒頭でありますけれども、大変恐縮でございますが、議事録署名人について、私のほうからご指名をさせていただきたいと存じます。

　副会長の石橋さん、お願いいたします。それと秋葉さんは２回お願いしてありますので、金杉さんにお願いいたしたいと存じます。後ほど議事録ができましたら、事務局よりご説明があると思いますので、よろしくご署名のほどお願いをいたします。

　それでは、看護学生奨学金貸付事業についてを議題として、皆様からご意見をちょうだいいたしたいと存じます。

　この事業の詳細については、全体会で説明がありましたし、また質問もありました。まだ、質問の足らないことがありましたらば、そういうこともお受けをいたしたいと存じますので、ご意見をちょうだいいたしたいと思います。よろしくお願いします。

　どうぞ、飯島委員。

　飯島でございます。私も、よく内容的に把握できていないところがありますので、最初に基本的なことで１点ご質問いたしたいと思います。

　さんむ医療センターの名前はよく存じ上げているのですけれども、中身がちょっと私、把握できていないものですから、その事業内容とか、そういう点を先に基本的に教えていただいて、それから看護師の不足の10名、20名という話をさせていただいてと思うのですけれども。

　そうですね。

　どういう面で、基本的にどうであって、どの程度の必要性があるのか、規模はどうなのか。これから病院がどのような方向に行くのか。そういうところを基本的に教えていただかないことには、10名、20名の看護師がどうのこうのということになると、ちょっといかがなものかと思いますけれども。その内容をちょっと教えていただきたい。

　さんむ医療センターの経営について、詳しく。

　申し訳ないですけれども、はい。

　どうでしょうかね。私の聞いている範囲で、それでは議論を始める前にお話をさせていただきます。

　経営については、おおむね順調にいっている。その順調というのがどうようなこと、言い方をして、イメージするかということなのでしょうけれども、患者さんや経営の状態についても、上向きにきているというようなことは聞いております。

　飯島委員から今、ご質問のありました、看護師が不足しているということの根拠、つまり経営の全体から見て看護師の状態はどうなのか。

　経営については、大変関心があるという、私もそうなのですけれども、また別の機会に医療センターのことについて、事務局でさまざまな資料を取りそろえていただいて、問題ではなくて、私どもが安心して山武市で住めて、命の保証をしていただけるというようなことについて、さらに詳しい議論をするということを、次回の地域審議会で行うということで、飯島委員、いかがでしょうか。今は、まだそういう詳しいことについて、ご説明するだけのデータを持ち合わせてはいないでしょうから、まだ地域審議会はこれからも開かれる予定はありますか、今年度中に。つまり来年の３月までにということなのだけれども。

　予定はされているかと思います。

　そうですか。では、そのときにさんむ医療センターについて議論を重ねたいということで、どうでしょうか、飯島委員。そういうようなこととしたいということで。

　基本的には、それでいいと思うのですけれども。

　前提となる看護師の不足、不足ということは確かなのです。いつも募集をしていますから。

　ただ、医療センターはどういうふう方向に持っていかれるのか。救急医療をどの程度考えているのか、外来をどうなのか、検査の充実等もどうなのか、入院のあれをどうなのかということで、やはり中身がどういう方向に医療センターが行かれるのか、それによって大分違ってくるのではないかと思うのですよ。

　だから、我々としては、身近でもって、心筋梗塞云々という話で救急車で来たと。どこへ行ったと言ったら、今、旭の中央病院へ連れていかれたよと。ではさんむ医療センターはどうなっている。どういうスタイルでどういう体制になっているのかなと。せっかくこういうふうにいろんな議論される訳ですから、やはり我々地元の市民とすれば、そういう緊急の場合があったときに、やはりさんむ医療センターにイの一番で受け入れていただきたいなというのは、基本的にそう願うしかない訳です。それを旭の中央病院に入れられたようでは、さんむ医療センターは中身はどうなっているのだということで、やはり看護師が20名、40名という話があっても、本当に我々のために病院がどういう方向で、我々のために持っていって、努力されるかなということでもって、我々は強く知りたいところですからね。

　そのことについては、今、申しましたように、次回の地域審議会で、市のほうでさまざまなデータを取りそろえていただいて議論をするということにしたいと存じます。

　基本的には、救急医療の扱い方も、やっぱり我々市民としては一番願うことであるし、普通の開業医で対応できるところは開業医に任せて、ではさんむ医療センターは検査機関で、入院はさんむ医療センターでと方向に持っていくのか、いろいろあれがあるんですね。それは、病院の運営委員会でもいろんな議論されていると思いますけれども、我々が。

　事務局ですけれども、今、会長のほうからお話があったように、次回は医療センターの経営について、後日、ちょっと会長とご相談させていただきながら、次回、どういう形で持っていくのか、調整させていただきたいということでよろしいでしょうか。

　はい、いいです。それでよろしいですね。

　そういう形で、地域医療の再生について、さんむ医療センターを含んで、地域医療全体のあり方をどうするのかということについて、次回ご議論をいただきたいと存じます。

　そのほかに何かご意見はございますか。

　それでは、私のほうからもう一つ。

　先ほどの説明会の中で、貸与して返還される原資について、担当課のほうでは、基金をつくってというような言い方をたしかしたように思いましたね。そうすると、地域審議会、私どもが持っているこの基金を使ってお貸しして、返ってくる原資はここへ返らずに、別のところに基金としてあるというような形をイメージしないといけないのかしら。私はここへ返ってくるものだとばかり思っていたのですけれども。

　そこまでいきますと、例えば基金をつくるということになると、看護師学生貸付事業という予算を一括して基金のほうへぽっといって、そこで基金をつくって、基金の基金をつくるということになるんですか。その辺はちょっと意外な感じがしたのですけれども、それはどんなようなことなのでしょうね。

　あのとき、確かに、返してもらうのは基金としてという言い方をしたので、そうすると、こっち側から基金から出した金が、もう一つ基金として存在するということになるのかしら。その辺はどんなようなイメージになるの。

　一般的には、貸付事業をやる部分の予算は、現年度予算というのがある訳で、その部分を、例えば剰余なり、それを翌年、例えば余ったり何かしたところを、翌年度にそれを一時的に基金にしておいて、不足した場合出していくという形をとるのではないかなという思いがあります。

　基本的には、先ほども説明があったように、さんむ医療センターに勤めてもらう看護師の方を対象として、まず返還がありきということではないと思うのですね。なので、戻ってくることは想定していないと思うのですが、仮に戻ってくる場合があった場合については、従前より幾らかその動かせるような基金を単独でやっている中に一時的に戻すという形で、それ以降の支出的な部分の予算をつくる上の一般財源的な部分を減らしていくような形をとるのではないかというふうに思います。

　ただ、その財政法上どんなのかなと思って、私は不思議に思ったので。

　ですので、一般的には基金から基金にいくということはないと思います。

　新規の基金じゃないでしょう。地域振興基金の。

　今回は、振興基金の、基金から発生している運用益がどこに行くかという話なので……
　こっちへ来る訳なのでしょう、基本的にはね。別の基金を設ける訳じゃないのでしょう。

　全部が、逆に言えば、その基金の運用益を使ってさらに運用して、余ったりすれば、それはまた行き先については検討しなければいけないとは思いますが、最終的には、その看護師を確保するための奨学金の中で全部利用されるという形で解釈していただければなと。

　それ以外に何かご質問、ご意見がございましたらいただきたいと存じます。

　秋葉です。

　細かいことで申し訳ないのですけれども、奨学金とかすごくいい制度だと思うのですけれども、一般論で申し訳ない。防衛大学でも国の予算で、学んでおきながら、卒業したら自衛官にならないというのも問題になっている訳ですね。そういった細かいところまで、今回の制度は書いていないのですけれども。

　それは、別のところに就職した場合には、貸したやつとその利息は返してもらうと。

　ですけれども、返していただく場合があると書いてあるのですね。ということは、賢く言えば、本当に成績が悪くて受からないような人は、別にそれはそれでいいのですよ。だけれども、さんむ医療センターのこの制度の奨学金を受けておいて、もう少し賢く言えば、さんむ医療センターは嫌だよと、もう少しで私は違うところに行くよと言ったら、２年間、逆に受けても落ちるという、悪用という言葉は語弊がありますけれども、そういった場合に、その次、例えば２年たっても資金的にも返済できないというふうにしておいて、ほかで次の年に３年目に合格して、東大病院か何かに行こうというふうな、要するにそういうところが果たして、賢く考えれば、その辺細部まで決めてあるのか。

　例えば２年間就職したら、その２年後もうやめたら、もう返還、それはちゃんと多分考えているのでしょうけれども、２年間分は返還してくださいとか、４年受けたら残りの４年間勤務しないで２年分とあると思うのですけれども、制度としていいからいいのですけれども、逆にそれを、中には、もっともっと時代は進歩していると若い人たちがいるので、よくそういう話も、一般のそこまで考えてあるのか、実際には規約上にはやっぱり載せておいてもいいのかなという。

　細かいことですみません。
　この規約について、今、秋葉委員から大変現実的ないい指摘があったと思うのですよね。多分、規約はきちっとつくってあるよね。それをご説明いただければ詳しくわかったのだろうというふうに思いますけれども。

　いずれにいたしましても、先ほどの説明会で説明を受けた中での判断ということで聞いておりますので、ご了承いただきたいと存じます。
　それでは、それ以外のご意見をちょうだいいたしたいと思います。
　それでは、ご意見がございませんようですので、この貸付事業について、審査結果についてお尋ねをいたします。

　適当であるということでご了承いただけますでしょうか。

（「異議なし」の声あり）

　ありがとうございます。

　それでは、蓮沼地区審議会では、適当であるということでいたしたいと存じます。

　理由は、私たちが何かここへ書き込むことを発言しなければならないのでしょうか。
　適当である場合の理由等については、当初の目的であります地域振興に寄与する事業ということで認められるということであれば、その理由で構わないと思います。
　では、よろしいでしょうか、そういう理由で。

　地域医療に資する資金として適当であると認めます。それでよろしいでしょうか。

　その他は何かありますか。これ、その他のところはいいのだよね。

　特に何か議論するところがあれば。なければ、結構ですが。

　その他というのは、今からですよね。

　それでは、ただいま、貸付事業についてはこれで意見の集約ができました。

　その他について、何かありますか。

　次回の地域審議会については、先ほどご確認をいたしましたさんむ医療センター、地域医療について議論するということであります。

　その他について、何かまたございましたら、ご意見をちょうだいいたしたいと存じます。

　飯島ですが、先ほど総務部長のごあいさつの中で、今回の地震、津波に対する件で何点か、早急に、木戸川の決壊箇所の修復と、それからもう少し上流のコンクリート部分のかさ上げを一番に考えているというお言葉、これは非常にありがたいことで、早急にお願いしたいのですけれども、基本的には向こうの波乗り道路と同じような形のあれを何か考えているというお話でしたですけれども、その中で１点。

　護岸堤ですね。防潮堤といいますか、海岸線にずっと何段か段になっていて、ちょうど上の１メートルか２メートルぐらいでアスファルトで舗装されて、歩ける防潮堤みたいになっていますよね。あれが今回、蓮沼でも南浜海岸と平、それから木戸川までのところができていないのですよね。その防潮堤というか、護岸堤というか。歩いたことありますよね。

　私の記憶では、地域審議会が始まった第１回の地域審議会で、私のほうから発言して。

　ある程度お話ししていただいたと思うのですけれども。

　飯島委員から、今、話がありました、事業として今あいている九十九里の波乗りの減災道路としてということでありましたけれども、その前方に、今、実際に中下地区までできていて、それからその先がない訳です。そのことについて……

　いや、西浜までできている。

　はにわ道から向こうまでしかできていないです。

　そうすると、西浜、南浜はできていない。

　だから、その分について地域審議会としては、この際、つまり震災があったということで、ぜひ県のほうにきちっとした形で、減災道路のもっと海側ですね。それを。

　行って、見ていただければわかりますけれども。

　それは要望しておきたいと存じます。それは、もう一度市のほうで対応してくれるように、次の地域審議会のときにご回答いただきたい。

　それから、先ほどの頭の総務部長のごあいさつの中で、その点だけがお話がなかったものですから、もう一度再度確認していただいて、ひとつお願いしたいと思います。

　それから、前回の終了のときに地域審議会でも震災について議論をしたいということを、私、申し上げたのですけれども、その議論をする前提となる防災計画というのが、どうも市のほうではそうすぐできるような状態ではないということでありますので、それはまた追って後の課題として残しておくということになるだろうというふうに思います。

　想定ができませんと、逃げる方向も決められない。全く新しい震災についての想定を国が考えて県におろしてということになるのでしょうから、どうも今の形でいくと防災計画が、今後は想定外ということをないようにするということでありますから、そうなったらばどんな計画が出てくるのだか見当もつかないということになりますので、もうちょっと時間がたってからということになるだろうというふうに思います。

　総務部長のお話の中で、アンケートしたという話が出たよね。あれは、私が見て、アンケートを無視されたみたいだから。

　行っている。行ったようですよ。

　そうですか。見たことないですよ。
　そんなことないですよ。全部行っていますよ。アンケートでしょう。行っています。海岸地区は全戸配りました。

　見ていないですよね。

　行ったのは、地域再生協議会というところが、これはボランティアのところ。市がやっているのではないのですよ。

　いや、あれは市じゃないですか。でも市は関連しているはずですよね。市民自治支援課長さんが説明して将来やるというようなこと言っていましたから。

　イニシアチブをとっているのは会がやっていて、それは県の補助事業でやっている仕事ですから。それは、市のほうで県の事業としてやっていますので。

　ただ、総務部長のお話ですと、そのアンケートを取りまとめて集計してどうのこうのというお話、ありましたね。

　それは、出していますよ、全部。南浜でも全部配っているはずですから。

　だれが配っているの。

　区長が配っていたよね。

　もう締め切り終わったのですよね。

　うん、終わって出している。

　私もちょっと未提出で締め切り終わったのですけれども、申し訳ないですけれども、あれは県の事業でやっているかもわからないですけれども、こういう国が防災計画、今度県がやっていれば、今度これを市のほうに流して、市のほうがそれをもとにしてつくると思うのですけれども、片方は住民アンケートをとってやっていると、市のほうの防災計画となると、アンケート結果からって必ず市のほうは出てくるんですよね。何かの答えでも、総合計画でも何でも、例えば。
　当初の今日のあいさつも。

　そうすると、アンケート結果って、それも確かに重要でしょうけれども、アンケートというのは、とり方によってどうにでも作為的にデータをとること、今回の場合は、ちょっと津波は別問題でしょうけれども、せっかくこういう組織がありますので、市の、もし今、会長がおっしゃったように、アンケートも重視するのでしょうけれども、そうではなくてこういう地域審議会、実際に被害にあった我々海岸地区の人、こういう蓮沼が蓮沼、市街地のこういう地域審議委員ですか、そういったところの意見も市の計画のほうに取り入れてやっぱり重要視していただきたいというのが本当のところで、何もしない、アンケート結果だからといって、アンケート出さない人、声なき声もやっぱり聞く、そういう姿勢で、ただアンケートはこうだからといってそれをベースにしてやられてしまったら、市の総合計画の中についても、蓮沼は10分の１しか新市の中ではいない訳ですね。

　アンケートについては、蓮沼の意見はやっぱり10分の１しか評価されていないという見方も結果的に出ていますので、何でもアンケート、アンケートではなくて、ましてや市が中心になってアンケートをとったのではないので、そういうことは、何かのときに質問が出るだろうし、住民アンケートによるとというのは、市のほうでは使ってほしくないという。

　やっぱりアンケート、それから地域審議会、地域の皆様方の声を聞いたということで、前に防潮堤じゃないですけれども、防波堤を築いていただきたいと、市にお願いします。

　大変重要な指摘だと思いますね。いずれにしても、防災計画をつくっていく段階で、それは地域審議会に当然諮らなければならない案件になっていくはずですから、総合計画やそれからさまざまな計画について、地域審議会がその中に関与していくということは当然ありますので、その折には、十分なご意見をちょうだいいたしたいと存じます。

　それと同時に、続けさせていただきますと、あれだけのやっぱりかつてない津波が来るということの経験は、私の中でもなかったし、恐らく私の先祖、じいさんぐらいもなかったと思うのですけれども、こういう会もそうでしょうけれども、何でも市のほうは、こういう要望があれば、10人以上、15人以上集めれば、どこへでも出張しますよという、そういうスタンスなのですけれども、あれだけのやっぱり被害を受けたのですから、アンケートだけではなくて、都市計画のどこの担当になるかわかりませんけれども、やはり落ち着いたところで、皆さんどうだったのですかという、アンケートと同時に生の声をやっぱり区民館に集めて聞くぐらいの、今後の防災計画に生かしていただきますというくらいに、税金についてどうだ、何とかについてどうだ、何人集まれば申告の方向に進めますよ、あるいはこの市民活動の何とかについてはいつでも説明に行きますとネット上には出ていますけれども、やはりそのぐらいの市がやってくれたという、それと逆に地区ごとでも、１回よくお聞かせくださいくらいの姿勢を見せたほうが、そうしてほしいというか、私やなんか思いますね。

　そのときにやはり年長者の人間なんか、今、新しい公共とかいろいろ出ていますけれども、やはり地域のきずなとか、逃げるときに助けられる、一番地域住民の方が七十何％助けて、消防、警察が助けるのはごくごく一部だとありますけれども、そういったところに積極的にやはり飛び込んできていただいて、やはり市もやっていますだけでも、前段は地域の皆さんですよとしたほうが、それでなくても蓮沼はみんな熱いですから、一言言えばもうすぐその気になります。と思います。
　そうですね。今、私、思い出したのですけれども、10月10日にスポーツプラザで震災についての講演会があります。それは、もう回覧板が多分回っていくだろうと思います。ぜひ、皆さんおいでいただいて、千葉大の教授がご講演いただくようになっていますので、ホットな話題でありますので、ぜひご出席をいただきたいと思います。

　おととい回覧板が来て、出しましたので。今、回り始めていますから、多分皆さんご覧になると思いますけれども、ぜひ関心を持ってご出席いただければと思います。
　くどいようですけれども、それは市のほうで委嘱した機関じゃない訳でしょう。その自発的にそういうものを立ち上げていったということですか。

　そう。そうです。

　山武市行政とは全然もう関係ない。

　関係なくはないです。一緒にはしていますけれども。イニシアチブは市民が。

　それで、市が乗っかったということ。

　いや、乗っかったというのではなくて、市民が自発的に行って、それに市が関与しているということですね。実質的には、集計したりというのは、市がやっているのだよね、きっとね。よくわからないけれども、多分そうだと思う。

　そういうのは、そのメンバーはどなたが決めて、どなたが。それは自発的なものであって、任意にでしょう。

　そうです。

　回覧板で回っています。回覧板で。こういう会議があるから、皆さん奮って参加してくださいとか何とかは。

　一応回っていますよね。回覧板回っていますよね。地域再生協議会は。

　広報で出ていますよね。

　今、その話題が出ましたので、私も何回かそういう会合に出席、これはあくまで任意なのですけれども、出席させてもらったのですが、今、今関会長さんがおっしゃるように、３日というような言い方をされましたけれども、実際にはＮＰＯの何とかという、ちょっと私も名前を忘れたのですけれども、そこが主催で千葉大の准教授を招いて、市と共同で市庁舎を利用して、月に１回ずつ地域社会再生講座という講座を設けて、この３月ぐらいから毎月１回ぐらいの割合でやっていたのです。

　その中では、たまたま先日、３月10日だったですかね、その会合があって、すぐ翌日、３月11日の大震災を受けたのですね。ですから、そういう矢先に、それは震災を想定した会議ではないのですけれども、地域の、今こういった公共事業が非常に、公共というか行政の中で非常に行政の浸透する予算もないし、人もいない中で、地域を盛り立てていくには、さっき秋葉さんがおっしゃったように、地域コミュニティを非常にアップしていかないと、何事にも対応できないのだと。市の行政に頼りきりでは非常に手薄になるので、地域住民がチームワークをつくってやる、いろんなその段階をやらなきゃいけないという、そういう趣旨の問題で、地域社会再生講座という勉強会が一つ、立ち上げてあったのです。

　その中で、いろんな震災が起こった中で、こういう問題こういう問題、蓮沼ではこういう災害がありましたねという、出席していた人たちだけの意見交換をやり、今度こういうものを具体化していくには、地元の人たちにもっともっと参加していただいて、意見を聞いたり、実際に被災された方々の様子を聞いて、あらゆる機会をとらえてそういう意見集約しましょうという、中に議論がなってきた訳ですね。
　そういう一つの、今、申しました講座が１つあって、その講座のほかに、ＮＰＯ法人と、市の市民自治支援課が一緒になって、市民とともに行政も関与してやっていこうという地域再生協議会という会ができたのだそうですよ。私はその辺はよくわからないのですけれども、その会議の団体名を見ますと、これはネットの中で書いてありますけれども、消防団もあるし、ここの地域審議会も名前も入っているのです。地域審議会もあるし、消防団も市も入っている、それから、いろんな団体がそこの支援団体という形で、円卓会議を開いて、本来そういう円卓会議の中でこういう議論をしていきましょうと。その中に市も入っているし、そういう議論の中でいろんな詰まった内容を含めて、今度、行政が行う防災計画というものを、そういうものを反映させていきましょうと。そういうような遠大な計画なのですよ。

　だから、私はごく一部の会合で、講座の中で、私、関与させてもらって、何回か出席していたのですけれども、毎月１回、夜６時半から９時ぐらいまでの間、ここの会場を借りてやっていたのですね。

　その中で、何かそういう市のほうかＮＰＯ法人の団体の長か何かわかりませんけれども、地域のそれとはまた別に県の予算をいただいて、補助事業の中で、そういう、今、今関会長がおっしゃったように、アンケート調査をするのも一つの事業ですよというようなことで始めたというふうに聞いたのです。

　だから、内容的には、災害に対する地域住民の被災を受けた状況ですとか、こういうことに対してはこういうものをやったほうがいいとか、そういった意見を集約するためのアンケートだと思って私も聞いていたのですけれども、内容的には、私は一切内容をわかってないのです。聞いていないのですけれども、そういうものを近々にやって、そういうものを、アンケートが回ったならば、市でそれを集計して、防災計画に反映すべく対応していきたいと。

　ですから、いろんなあらゆる機会を通じて皆さんのご意見を集約していきたいという、一つの方法の一部なのですよね。

　そのほかにも、さっきのお話があったように、地域の区長会さんとか、地域のいろんな地区のご意見を聞いてやる機会だとか、そういうものを、あらゆる手段を講じてそういう防災計画を立てていこうという。ですから、今、言ったアンケートは一つの道具ですよね。そういうふうに私は聞いて、理解しておったのですけれども、内容が私、わかっていないものですから、何とも申し上げられないのですけれどもね。

　それを、さっきの齊藤総務部長が、一言言っていましたね、アンケートもやってというようなことを。それが一つですね。

　それと、さっき部長が言っていた、減災道路と言っていましたね。災害を減らすための、災害ありきで話が来ている訳ですね。だから、今までは災害が来るかどうかわからなかったのですけれども、今度は災害ありきの段階で、減ずる災害ですよね。減災道路といって、波乗り道路が非常に有効な対応ができたので、これをずっと山武のみならず、市町村、市、町とかと言っていましたけれども、この北部地区の市の地区に、例えばだから山武、横芝光とか、匝瑳のほうにもいくのでしょうけれども、北の部分をそういう波乗り道路をやることによって防災対策がとれるのではないかと。これも要望していくことになったと。これは、さっきの蓮沼の地区の防潮堤ではないですけれども、もっと壮大な計画ですから、またいつになるか、これはわかりませんよね。だったら蓮沼のあの部分だけを早くやってもらうというのは、これは大問題で、早くやってもらわなければいけないと思うんです。中下まで来ているのですから、南浜、あるいは小松の方まで行くのかどうかわかりませんけれども。

　そういうふうな、だから総務部長の話、それから今日は市民自治支援課の課長さんは見えていませんけれども、その市民自治支援課長さんのほうの分野で、さっき言った円卓会議とか、地域再生協議会ですか、そういう範疇でやって、だから必ずしも、市が全然関与していない訳ではなくて、市民自治支援課が入っていますから、これはほとんど市の対応でいいというふうに、私は解釈しておったのです。

　ちょっと取りとめのない話をしてしまいましたけれども、そういう状況ですから。

　円卓会議というものを開いて、そこの中で議論していくのだそうです。その円卓会議というのは、消防も入るのだろうし、警察も入るのだろうし、私がいつか資料をちらっと見たときには、地域審議会というのも名前が入っているのですよ。だから、どういうふうに、会長さんに後でまたお聞きしようと思っていたのですけれども、どういう形で地域審議会が関与するのか、その辺が私もちょっとわからなかったのですけれどもね。

　そういう意味で、何でも巻き込んでやろうということでは来ているようです。ちょっと皆さん、全然理解できないかもですけれども、私の理解した範囲では、そんなような様子でした。
　長い時間になりましたので、この辺で。ありがとうございました。会議のほうを閉じさせていただきたいと存じます。

　次回の会議については、また追ってということでよろしいですね。

　調整させていただきます。

　それでは、長い時間にわたりご審議いただきまして、ありがとうございました。どうも、ご苦労さまでした。
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